
（別紙３）

～ 令和7年　1月　15日

（対象者数） 50 （回答者数）
26

～ 令和7年　1月　15日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

より有意義な会議にするための個々の職員のスキルアップ

2

様々な情報をインプットし、より豊富なプログラムを提供す

るための研修への参加

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

テナントオーナーへの手すり設置などの交渉

2

3

支援に関する職員間の共通理解、共通認識 テーマを分けながら１日に３回のミーティングを行っている。

支援プログラムの豊富さ ・利用者様と支援目標に合ったプログラム内容の検討を職員間

で行っている。

・本部提供のプログラムを、自施設の利用者様向けにカスタマ

イズしている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

バリアフリー化 教室に入るまでの外階段の一部に手すりがない。また、エレ

ベーターなども設置されていない。

令和６年　12月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　2月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ハッピーテラス春日部教室

○保護者評価実施期間
令和6年　12月　15日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


